
○

憲
法
13
条

す
べ
て
の
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
の

追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て

は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、

立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の

尊
重
を
必
要
と
す
る
。

○

憲
法
14
条

す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下
で
平
等

で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
。

○

憲
法
25
条

す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的

な
最
低
制
限
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有

す
る
。
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び

公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○

憲
法
27
条

す
べ
て
の
国
民
は
、
勤
労
の
権
利
を

有
し
、
義
務
を
負
う
。
賃
金
、
就
業
時

間
、
休
息
、
そ
の
他
の
勤
労
条
件
に
関

す
る
基
準
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。

○

憲
法
28
条

勤
労
者
の
団
結
す
る
権
利
及
び
団
体

交
渉
そ
の
他
の
団
体
行
動
を
す
る
権
利

は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
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いま、労働者の中で、非正規労働者の割合は、４

割近くとなりました。とくに、女性労働者を中心に

増え、女性労働者の６割が非正規労働者となってい

ます。

「正規の仕事がなかったから」「不本意ながら非

正規雇用労働者として働いている人も」男女とも若

い世代、男性５０代層が

増えています。

正規と同じような仕事

をしているにもかかわら

ず、または、職種によって、

ほぼすべて非正規が基幹的

な仕事を担っているにもか

かわらず、有期雇用契約に

されていたり、賃金や、手

当、処遇に関して正規と非

正規のあいだに大きな格差

があったりします。

厚生労働省が、昨年１２

月に発表した労働組合基礎

調査では、労働者全体の推定組織率は１７．５％と

前年とくらべて０．２ポイント減っています。その

うち、女性が１２．５％、パートが６．７％と、さ

らに低い現状です。

まだまだ、女性や、非正規労働者の声が、労働組

合にすら届いていない状況ではないでしょうか。

安倍政権は、「女性が輝く」ために多様な働き方

を推奨し、労働時間規制の緩和、限定正社員制度の

導入や労働者派遣法の改悪を進めようとしています。

「仕事と生活を両立さ

せたい」「人間らしく

働きたい」「雇い止め

の不安なく働きたい」

という労働者の願いを

逆手にとって、一部正

規労働者の残業代を払

わずに「定額使いたい

放題」の労働者にし、

圧倒的多数の労働者を

いつまでも雇い止めが

できて、安く使える労働者に置き換えていこうとい

うのが安倍雇用改革の狙いです。

いま、労働組合がとりくむべき課題の重要なポイ

ントは、非正規労働者に組合に入ってもらい、安倍

雇用改革の狙いを知らせること、一緒に要求実現の

ために権利を行使し、拡充させていくことです。
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３月も中旬過ぎから桜前線が北上してきました。４

月に入ってからも、寒の戻りなど雪が降るという状況

もありましたが、新潟にも桜が開花し満開になりまし

た。

４月１０日、午後からですが、新潟市「信濃川やす

らぎ提」を歩いてみました。桜は、ほぼ満開でした。

夕方からだったので、少し暗かったのですが、桜は満

開で素晴らしかったです。

日中の晴れている時でしたら、桜の花びらが鮮やか

に輝いて空の青さとマッチして見ごたえがあったかと

思いました。

天気は、曇

りから、雨が

あたり始めて

少し肌寒くな

りました。

それでも、

シートを敷い

て宴会をはじ

めている団体

がありました。桜の木の下でにぎやかに始まっていま

した。

肌寒いので、熱燗でも飲まないと身体があたたまら

ない雰囲気でした。外は開放的になって花見は、盛り

上がります。これから暖かくなり、アウトドアシーズ

ンです。山や海へ行きたいですね。


